
Numata City Public Relations

今月号の表紙は、平成30年沼田市

成人式実行委員の皆さんです。

昨年９月から活動を開始し、成人

式の企画や準備、運営のほか、児童

図書購入のための募金活動なども行

いました。

成人式の様子は、今月号２・３ペ

ージの特集でお伝えします。

思い出に残る成人式へ
1月７日(日) 沼田市成人式実行委員(ホテルベラヴィータ)

■特集『新成人の描く夢』■２－３

■市県民税の申告、人権擁護委員■４－５

■酒蔵めぐりバスツアー・コンin利根沼田、市民体育館休館■６－７

今月の主な内容

ホームページ　http ://www.city.numata.gunma.jp/
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広報ぬまた 平成30年２月１日

市役所 123－2111524－5179 白沢支所 153－2111553－2188 利根支所 156－2111556－36743

平
成
９
年(

０
歳)

た
ま
ご
っ
ち
が

爆
発
的
な
ブ
ー
ム
に
な
る

平
成
11
年(

２
歳)

宇
多
田
ヒ
カ
ル

さ
ん
の
ア
ル
バ
ム
が
大
ヒ
ッ
ト

平
成
12
年(

３
歳)

高
橋
尚
子
さ
ん

が
シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
、

日
本
陸
上
界
女
子
初
の
金
メ
ダ
ル

平
成
13
年(

４
歳)

東
京
デ
ィ
ズ
ニ

ー
シ
ー
・
Ｕ
Ｓ
Ｊ
が
開
園
、
ア
メ

リ
カ
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
発
生

平
成
14
年(

５
歳)

Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
日
韓
大
会
に
日
本
中

が
熱
狂
、
初
の
日
朝
首
脳
会
談
開

催
、
拉
致
被
害
者
５
人
が
帰
国

平
成
17
年(

８
歳)

日
本
の
人
口
が

減
少
局
面
へ
突
入
と
発
表
さ
れ
る

平
成
19
年(

10
歳)

ケ
ー
タ
イ
小
説

が
文
芸
書
部
門
年
間
上
位
を
独
占
、

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
日
本
語
版
が
開
始

平
成
20
年(

11
歳)

ア
イ
フ
ォ
ン
３

Ｇ
が
日
本
上
陸
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
・
ツ
イ
ッ
タ
ー
日
本
語
版
開
始

平
成
23
年(

14
歳)

東
日
本
大
震
災

が
発
生
、
無
料
通
信
ア
プ
リ
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
が
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
開
始

平
成
24
年(

15
歳)

東
京
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
が
完
成

平
成
26
年(

17
歳)

17
年
ぶ
り
に
消

費
税
が
増
税(

５
％→

８
％
）

平
成
28
年(

19
歳)

18
歳
に
選
挙
権

平
成
29
年(

20
歳)

新
語
・
流
行
語

大
賞
は
、
イ
ン
ス
タ
映
え
・
忖
度

新
成
人
が
歩
ん
で
き
た

こ
の
20
年
間
の
世
相

20歳←0歳

新成人に『印象に残っている世の中の出来事』を尋ねた所『東日本大震災』と答えた人が最も多い結果となりました(全体の25％)。
市内でも最大震度５強を記録した７年前の震災。当時中学生だった新成人にとっても衝撃的な出来事として記憶に残っているようです。

写真①横山市長式辞｢限りなく前

進し活躍されることを心から期待

いたします｣②新成人誓いの言葉

｢沼田市が将来にわたり活力と潤

いのある美しいふるさとであり続

けるよう力の限り努力します｣③

会場内の様子④中学生時代の写真

や恩師からのメッセージ映像が上

映されました⑤集められた募金は

図書館の児童図書購入資金へ

新成人の
描く夢

皆さんは、20歳のとき、どんな夢を描き

ましたか？

そして、これから20歳を迎える皆さんは、

どんな夢を描くのでしょうか？

今回の特集では、491人が参加した沼田

市成人式式典の様子や実行委員代表の星野

愛佳さんと、会場でお話しを伺った新成人

16人の皆さんのメッセージをご紹介します。

新成人の
描く夢

特集成人を迎えた私たちの門出に

対し、今まで見守ってくださっ

た家族、先生方や地域の方々、

お祝いの言葉をくださった皆さ

まに、心よりお礼申し上げます。

私たちの新たな人生が始まり

ます。この先もたくさんの笑顔

が生まれ、それぞれが自分らし

い人生を歩んで行けたらと思い

ます。引き続き、変わらぬご支

援、ご指導をお願い申し上げま

して、簡単ではございますが、

新成人代表のあいさつとさせて

いただきます。

特集　新成人の描く夢

新成人に聞きました～①は現在の肩書き②は家族(両親)へのメッセージ③は将来の夢です～

①県内の専

門学校で医

療福祉につ

いて学んで

います②今

までありが

とうござい

ます。これ

からも、よろしくお願いします

③地元の沼田で、理学療法士に

なれればいいなと思っています

①県外の大

学で社会福

祉について

学んでいま

す②20歳ま

で育てても

らって、あ

りがとうご

ざいます③将来は、社会福祉士に

なりたいと思っています

①県内の大

学で医療に

ついて学ん

でいます②

いろいろと

迷惑を掛け

たけど、お

父さんとお

母さんのおかげで20歳を迎えるこ

とができました③県内で、臨床

検査技師を目指したいです

①県外の専

門学校でＣ

Ｇ映像につ

いて学んで

います②今

まで自分を

支え育てて

きてくれて、

ありがとうございました③将来は、

映画制作のＣＧ部門の仕事に携わ

りたいと思っています

①県内の大

学で学んで

います②20

年間ここま

で立派に育

ててくれて

ありがとう

ございます

③地元の沼田で、公務員になりた

いと思っています

①県外の大

学で文学に

ついて学ん

でいます②

ここまで不

自由なく育

ててくれた

ことに感謝

しています③将来は、出版関係の

道に進みたいと思っています

①県外の大

学で学んで

います②今

まで育てて

くれてあり

がとうござ

います③将

来は、カウ

ンセラーになりたいと思ってい

ます

①県外の大

学で生活科

学部に在籍

しています

②20歳まで

育ててもら

って、ただ

ただ感謝し

かないです。これから親孝行し

ていきます③インテリアコーデ

ィネーターを目指したいです

①県内の大

学で医学部

に在籍して

います②20

年間無事に

生きられた

ことに感謝

しています

③将来は、臨床検査技師になりた

いと思っています

①県外の大

学で国際教

育について

学んでいま

す②いまま

で20年間育

ててくれて

ありがとう

ございます③父親のような、良い

お父さんになりたいです

①県内の専

門学校で医

療福祉につ

いて学んで

います②20

年間育てて

いただき、

ありがとう

ございました③将来は、医療秘

書になりたいと思っています

①県外の大

学で理工学

部に在籍し

ています②

両親のおか

げで、20歳

まで育つこ

とができ、

感謝しています③父親のように、

毎日を楽しく過ごせたら良いなと

思います

①県外の大

学で学んで

います②20

年間、迷惑

しか掛けて

いませんが

ありがとう

ございます

③将来の夢は、救急救命士になる

ことです

①県外の大

学で歴史を

学んでいま

す②今まで

育ててくれ

てありがと

う。無事20

歳になるこ

とができました。教えてくれたこ

とを忘れずに頑張ります③中学校

の社会科の教員になりたいです

①アメリカ

の大学に留

学中です②

留学資金な

どを援助し

てもらって

いるので、

とても感謝

しています③将来は、父親の石材

の仕事を継ぎたいと思っています

①県内の大

学で教育に

ついて学ん

でいます②

立派に育て

てくれて、

ありがとう

ございまし

た。20歳を迎えられて幸せです③

地元の沼田に残って、公務員を目

指したいです

感謝と夢を胸に

そ
ん
た
く
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ら
市

へ
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与
支
払
報
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が
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出
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て
い
な
い
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※
勤
務
先
へ
ご
確
認
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だ
さ
い

③
給
与
所
得
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で
、
昨
年
の
中
途
で

就
職
、
退
職
し
年
末
調
整
を
し
て

い
な
い
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④
公
的
年
金
だ
け
の
人
で
、
日
本
年

金
機
構
な
ど
に
申
告
し
た
以
外
の

諸
控
除
を
受
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よ
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と
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る
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※
年
金
収
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が
４
０
０
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る
人
、
ま
た
は
年
金
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の
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が
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る
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は
、
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⑤
病
気
や
失
業
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は
学
生
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ど
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所
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全
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な
か
っ
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※
申
告
書
裏
面
の
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欄
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そ
の
旨

を
記
入
し
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だ
さ
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①
平
成
29
年
分
所
得
税
確
定
申
告
書

を
税
務
署
へ
提
出
し
た
人

②
給
与
所
得
の
み
で
、
年
末
調
整
済

み
の
給
与
支
払
報
告
書
が
勤
務
先

か
ら
市
に
提
出
さ
れ
て
い
る
人

③
給
与
所
得
の
み
で
、
２
カ
所
以
上

の
勤
務
先
か
ら
給
与
の
支
払
い
を

受
け
、
そ
の
給
与
の
全
部
に
つ
い

て
年
末
調
整
を
行
い
、
給
与
支
払

報
告
書
が
勤
務
先
か
ら
市
に
提
出

さ
れ
て
い
る
人

④
公
的
年
金
所
得
の
み
で
、
公
的
年

金
等
支
払
報
告
書
が
市
に
提
出
さ

れ
て
い
る
人

※
医
療
費
控
除
な
ど
報
告
書
に
記
載

さ
れ
て
い
る
以
外
の
控
除
を
追
加

す
る
場
合
は
、
市
県
民
税
・
所
得

税
い
ず
れ
か
の
申
告
が
必
要
で
す

■
申
告
書
を
自
分
で
作
成
す
る
人

次
の
も
の
を
郵
送
、
ま
た
は
申
告

会
場
に
設
置
の
提
出
箱
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

●
申
告
書

●
申
告
者
本
人
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
の
表
・
裏
面
の
写
し
、
ま
た

は
通
知
カ
ー
ド
の
写
し

※
通
知
カ
ー
ド
の
写
し
を
提
出
す
る

場
合
、
運
転
免
許
証
な
ど
身
元
確

認
書
類
の
写
し
も
提
出

●
医
療
費
や
生
命
保
険
料
、
地
震
保

険
料
な
ど
の
控
除
を
受
け
る
人

は
、
領
収
書
な
ど
の
支
払
い
を
証

明
で
き
る
書
類

■
申
告
会
場
で
面
談
を
し
て
申
告
書

を
提
出
す
る
人

次
の
も
の
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
告
書

●
申
告
者
本
人
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
、
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド

※
通
知
カ
ー
ド
を
持
参
す
る
場
合
、

運
転
免
許
証
な
ど
の
身
元
確
認
書

類
も
持
参
し
て
く
だ
さ
い

●
印
鑑

●
昨
年
中
の
所
得
が
分
か
る
も
の

(

①
〜
③)

①
給
与
所
得
者
は
、
源
泉
徴
収
票
、

給
与
明
細
、
事
業
主
の
支
払
証
明

な
ど

②
営
業
や
農
業
・
不
動
産
所
得
者
は
、

収
支
明
細
書
、
帳
簿
類
、
領
収
書

な
ど

③
公
的
年
金
な
ど
の
受
給
者
は
、
源

泉
徴
収
票

●
配
偶
者
や
扶
養
・
事
業
専
従
者
な

ど
の
控
除
を
受
け
る
人
は
、
控
除

対
象
者
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
分
か

る
も
の

●
医
療
費
や
社
会
保
険
料
、
生
命
保

険
料
、
地
震
保
険
料
な
ど
の
控
除

を
受
け
る
人
は
、
領
収
書
な
ど
の

支
払
い
を
証
明
で
き
る
書
類

※
申
告
書
が
配
布
さ
れ
て
い
な
い
人
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の
う
ち
、
申
告
が
必
要
と
思
わ
れ

る
人
は
、
税
務
課
市
民
税
係
へ
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

社
会
保
障
・
税
番
号(

マ
イ
ナ
ン

バ
ー)

制
度
の
開
始
に
伴
い
、
申
告

書
な
ど
に
は
個
人
番
号
の
記
載
が
必

要
に
な
り
ま
し
た
。

番
号
法
に
よ
り
、
本
人
確
認
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
る
た
め
、
申
告
書

な
ど
の
受
け
付
け
の
際
は
、
記
載
さ

れ
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
正
し
い
番
号

で
あ
る
か
の
確
認(

番
号
確
認)

と
、

提
出
者
が
番
号
の
正
し
い
持
ち
主
で

あ
る
こ
と
の
確
認(

身
元
確
認)

を
行

い
ま
す
。

平
成
29
年
分
の
申
告
か
ら
、
領

収
書
の
提
出
に
代
え
て「
医
療
費
控

除
の
明
細
書
」を
申
告
書
に
添
付
す

る
こ
と
と
さ
れ
、
領
収
書
は
、
ご
自

身
で
５
年
間
保
存
す
る
こ
と
が
必
要

と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
健
康
保
険
組
合
な
ど
が
発

行
す
る「
医
療
費
の
通
知
」を「
医
療

費
控
除
の
明
細
書
」に
添
付
す
る
こ

と
に
よ
り
、
医
療
費
明
細
の
記
入
を

省
略
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
経
過
措
置
と
し
て
、
平
成

31
年
分
の
申
告
ま
で
は
、
今
ま
で
ど

お
り
医
療
費
の
領
収
書
を
添
付
ま
た

は
提
示
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
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申
告
が
必
要
な
人

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
確
認

医
療
費
控
除
の
手
続
き

申
告
が
不
要
な
人

申
告
書
の
提
出
方
法

申告期間は

２月16日(金)から３月15日(木)までです

問い合わせ　税務課市民税係1内線３１４５、白沢支所生活係1内線３２、利根支所生活係1内線３０

市県民税の

申告はお早めに

平
成
29
年
中
の
所
得
に
対
す
る
、
平
成
30
年
度
市
県
民
税
の
申
告
受
け
付
け

が
始
ま
り
ま
す
。
市
県
民
税
の
申
告
は
、
昨
年
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で

に
得
た
所
得
を
申
告
す
る
も
の
で
、
平
成
30
年
度
の
市
県
民
税
や
国
民
健
康
保

険
税
、
介
護
保
険
料
な
ど
の
課
税
や
児
童
手
当
、
融
資
の
申
請
な
ど
に
必
要
な

所
得
証
明
、
納
税
証
明
の
基
礎
資
料
と
な
り
ま
す
。

申
告
書
を
提
出
し
な
い
と
、
各
種
証
明
の
発
行
や
手
当
な
ど
が
受
け
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
の
で
、
申
告
が
必
要
な
人
は
、
必
ず
３
月
15
日(

木)

ま
で
に
申
告

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

人権擁護委員が委嘱されました

人権擁護委員は法務大臣から委嘱を受け、人権啓発活動や人

権問題の相談に応じるなどの活動に取り組んでいます。

任期は３年間で、現在本市では11人が委嘱を受け活動してい

ます。そのうち次の人が１月１日付で委嘱を受けました。

新任 吉野　弘さん(上久屋町)、北原君子さん(材木町)

再任 中嶋　積さん(鍛冶町)

問い合わせ 生活課生活係(東原庁舎内)1内線７７３５１へ

●本庁管内　受付時間：午前９時～午後４時

●白沢支所管内　受付時間：午前９時～午後４時 ●利根支所管内　受付時間：午前９時～午後４時

申告相談日程表

日程

16日(金)
19日(月)
20日(火)
21日(水)
22日(木)
23日(金)
26日(月)
27日(火)
28日(水)
１日(木)
２日(金)
５日(月)

６日(火)

７日(水)

池田地区

薄根地区

利南地区

川田地区

東倉内町・西倉内町・柳町
高橋場町

材木町・桜町・上原町
東原新町・西原新町
上之町・馬喰町・中町
坊新田町・下之町・鍛冶町
榛名町・清水町・薄根町

池田公民館

薄根公民館

利南公民館

川田公民館

市役所
１階

市民ホール

全地区未済者
※この期間は大変混み合いま
す。都合の付く人は、でき
るだけ早めに申告をお願い
します

８日(木)

～15日(木)

※土・日曜日

は除く

２月

３月

該当地区

■期間終了間際は大変混み合いますので、早めに申告をお

願いします

■申告書は自分で記入して提出するようお願いします

■申告相談に来場する人は、収入金額や経費などをあらか

じめ集計し、できるだけ記入しておいてください

■市役所駐車場が狭いため、なるべく車の利用を避けてい

ただくようお願いします

■確定申告に関する書類などは、沼田税務署(1○22 ２１３

１)へ請求してください

■申告期間中は、指定の会場以外での申告相談はお受けで

きません。該当地区と場所をご確認の上お越しください

■該当地区の日程に都合が付かない人は、各管内の全地区

未済者対象の申告相談日にお越しください

◇◇◇ お願い ◇◇◇

◇◇◇ 注意事項 ◇◇◇

場所

日程

28日(水)

１日(木)

２日(金)

５日(月)

６日(火)

７日(水)

８日(木)

９日(金)

12日(月)

～15日(木)

※土・日曜日

は除く

８日(木)
～15日(木)
※土・日曜日
は除く

高平１班～13班

高平14班～23班・生枝

岩室・平出

尾合

上古語父１班～20班

上古語父21班～37班・下古語父

全地区未済者

※この期間は大変混み合いま

す。都合の付く人は、でき

るだけ早めに申告をお願い

します

全地区未済者

※この期間は大変混み合いま

す。都合の付く人は、でき

るだけ早めに申告をお願い

します

白沢支所
２階

保健指導室
営農指導相談室

市役所
１階

市民ホール

２月

３月

該当地区 場所 日程

16日(金)

19日(月)

20日(火)

21日(水)

22日(木)

23日(金)

26日(月)

27日(火)

(午前)小松・柿平・青木・砂川

(八軒家を除く)・穴原(島古井

を除く)・日向南郷・日影南郷

※午前９時～11時

(午後)根利

※午後１時～３時

輪組・多那・石戸新田

二本松・砂川(八軒家)

大原・穴原(島古井)・老神・園原

千鳥・平川

大楊・高戸谷

追貝

南郷集会所

根利集会所

多那コミュニ
ティーセンター

大原集会所

平川集落センター

利根支所

２階

大集会室

市役所

１階

市民ホール

２月

３月

該当地区 場所

市県民税申告のご案内、人権擁護委員
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市
民
の
皆
さ
ん
に
広
く
ス
ポ
ー
ツ

の
場
を
提
供
す
る
た
め
、
小
中
学
校

の
体
育
施
設
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

４
月
以
降
に
利
用
を
希
望
す
る
団

体
は
使
用
登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

登
録
が
な
い
と
、
校
庭
の
夜
間
照

明
を
含
め
、
学
校
体
育
施
設
を
利
用

(

年
１
回
で
も)

で
き
ま
せ
ん
。

登
録
期
間

２
月
１
日(

木)

か
ら
28

日(

水)

ま
で
の
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

登
録
場
所

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ス
ポ

ー
ツ
振
興
係(

市
民
体
育
館
内)

、

白
沢
・
利
根
公
民
館

持
参
す
る
物

代
表
者
の
印
鑑
、
本

年
度
の
使
用
登
録
書

説
明
会

登
録
手
続
き
を
し
た
団
体

は
、
次
の
説
明
会
に
必
ず
出
席
し

て
く
だ
さ
い
。
説
明
会
終
了
後
、

使
用
登
録
書
を
交
付(

説
明
会
終

了
以
降
は
申
請
し
た
場
所
で
交
付)

し
ま
す

○
３
月
12
日(

月)

午
後
７
時
／
中
央

公
民
館
４
階
ホ
ー
ル

○
３
月
13
日(

火)

午
後
７
時
／
白
沢

公
民
館
２
階
研
修
室

○
３
月
14
日(

水)

午
後
７
時
／
利
根

支
所
１
階
ホ
ー
ル

※
都
合
の
良
い
日
程(

会
場)

に
参
加

し
て
く
だ
さ
い

そ
の
他

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
登
録
団

体
を
除
く
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
は
、

登
録
時
に
各
小
中
学
校
や
市
民
体

育
館
、
白
沢
・
利
根
公
民
館
設
置

の
ク
ラ
ブ
員
名
簿
に
、
会
員
名
を

記
入
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い

◆
中
央
公
民
館
で
の
業
務
開
始
は
３

月
５
日(

月)

か
ら

市
民
体
育
館
改
修
工
事
に
伴
い
、

市
民
体
育
館
の
利
用
は
２
月
28
日(

水)

ま
で
と
な
り
ま
す
。

３
月
１
日(

木)

か
ら
休
館
す
る
た

め
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
の
事
務
室
が

中
央
公
民
館
２
階
学
習
室
に
移
転

し
、
社
会
体
育
施
設
な
ど
の
使
用
許

可
申
請
や
施
設
の
鍵
の
受
け
渡
し
場

所
も
変
更
に
な
り
ま
す
。

※
電
話
番
号
や
フ
ァ
ク
ス
番
号
は
変

更
あ
り
ま
せ
ん

事業報告会
とき ２月24日(土)午後１時30分

ところ 保健福祉センター４階多目的ホール

その他 来年度の事業募集については、12ページをご

覧ください

講演会(事業報告会終了後の午後２時20分から開催)

内容 青海康男さんが自ら演出されている｢協働劇場｣

と題した短編ドラマ(協働の成功編と失敗編)を鑑賞

しながら、市民協働の課題を探ります

講師 青海康男さん(ＮＰＯ法人いしかわ市民活動ネッ

トワーキングセンター代表理事)

費用 無料　

申し込み ２月23日(金)までに、電話、ファクス(○22８

４４４)、またはメール(numatanchi@ia5.itkeeper.

ne.jp)で氏名、住所、電話番号を生活課協働推進係へ

平成29年度

市民協働によるまちづくり事

業補助金事業報告会＆講演会

問い合わせ　生活課協働推進係(保健福祉センター内)

1○22８４４４

event
報告会
講演会

講師に石井恒夫さん(沼

田市出身。小説『ジャカ

ランダ』著者)を迎え、

西アフリカの魅力につい

て語っていただきます。

併せて、石井さんの絵

も展示します。

講演会
とき ２月11日(日)、18日(日)午後２時～４時

ところ 図書館４階視聴覚室

定員 各日30人(当日先着順)

絵画展
とき ２月11日(日)から18日(日)までの午前９時30分

～午後５時

ところ 図書館４階視聴覚室

文芸講演会

石井恒夫氏 西アフリカを語る

問い合わせ　図書館1○22 ０５５０

event
講演会
絵画展

出会いを応援し沼田を元気にするネットワーク｢ぬま

たハッピープロジェクト｣では、利根沼田の酒蔵をバス

で巡る出会いイベントを開催します。地元のお酒を味

わいながら楽しく交流しませんか。

とき ３月３日(土)午前10時～午後４時30分

内容 貸し切りバスで地ビール・日本酒・ワインの酒

蔵３カ所を巡った後、交流会を開催します

対象 20歳から39歳までの独身男女

定員 男女各15人(先着順)

費用 2,000円

申し込み ２月19日(月)までに、メール(kodomo@city.

numata.lg.jp)、市ホームページ専用フォーム、また

は電話で氏名、生年月日、性別、住所　電話番号を

ぬまたハッピープロジェクト運営委員会事務局へ

酒蔵めぐり

バスツアー・コンin利根沼田

問い合わせ　ぬまたハッピープロジェクト運営委員会

事務局・子ども課子育て支援係(東原庁舎内)1内線

７７２５７

event
出会い
ツアー

講師の話を聞いたり、参加者

同士で感想を話し合ったりする

ことで、作品の世界は大きく広

がり、より深く知ることができ

ます。

皆さんも優れた文学作品に触

れ、たくさんの楽しみ方を体験

してみませんか。

とき ３月10日(土)午後２時

※午後１時30分受け付け開始

ところ 図書館４階視聴覚室

講師 箕輪明さん(元高崎東高校校長)

テキスト ｢君の膵臓をたべたい｣住野よる著(双葉文庫)

※事前の申し込みは不要です

※テキストは図書館にもありますので、ご利用くださ

い

参加しませんか

読書研修会

問い合わせ　図書館1○22 ０５５０

event
読書

研修会

市民文化大学(公民館講座)では、人権について学ぶ機

会を設けています。その内容を一部紹介します。

｢私たちは生活していれば、悪気なく、知らなくて、つ

いうっかり、頭にきて・・言ってしまった。こういった

経験は誰にでもあることです。さらに、そこに偏見、思

い込み、決めつけなどが加わるとどうでしょうか。対人

関係のトラブルだけでなく、多くの人権問題もここから

起きているのかもしれません。そこで、見方を変える、

考え方を変えるなど日常生活で実践できれば解消できる

ことはたくさんあります。そして、お互いの違いを認め

られれば人権感覚はさらに深まります｣

今年度は、県内各地でセクシャルマイノリティー(性的

少数者)ＬＧＢＴの研修会も目立ちました。利根沼田でも

実施されていますが、そこでも大切なこととして｢お互い

の違いを認められること｣と学びました。また、｢部落差

別の解消の推進に関する法律｣が施行され、約１年が経過

しましたが、その背景にはこの問題の根の深さだけでな

く、昨今のＳＮＳの悪用、噂や流言により偏見が増幅さ

れ、払拭できない現実があるのではな

いでしょうか。

人権は、誰もが｢幸せに生きるため｣

の基盤です。人に対して偏見なく、見

たり考えたりすることが大切になって

くるのではないでしょうか。

人権って何だろう みんなで築こう 人権の世紀 ｢人権感覚を磨く｣ ｢違いを認める｣ 

問い合わせ　社会教育課社会教育係1内線３３３３

集まれ、まちの達人

～指導者を募集します～ 問い合わせ　社会教育課社会教育係1内線３３３４

市教育委員会では、充実した生涯学習を推進するため、市内で活躍していただける指導者

を募集しています。指導者資格や免許の有無、ジャンルなどは問いません。

登録すると

・教室や講座などの講師としてご協力いただく場合があります

・講師を紹介してほしいという依頼に対して、紹介します

・市ホームページ内の｢沼田市の生涯学習講師一覧｣に、まちの達人として名前を掲載します

・指導者名を記載した冊子を、各小中学校や公民館、図書館などに配布します

申し込み ２月16日(金)までに、電話で社会教育課社会教育係へ

※平成29年度に登録されている人は、通知にて確認させていただきます

あなたの豊富な知

識や優れた技術を

｢地域のため｣に役

立ててみませんか

～改修工事のため市民体育館は３/１から休館します

スポーツ振興課の業務は３/５から中央公民館２階学習室へ～

市
民
体
育
館
の
休
館
に
つ
い
て

小
中
学
校
体
育
施
設
の
開
放

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

問
い
合
わ
せ
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

(

市
民
体
育
館
内)

1

９
４
４
４
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ふっしょく



国
民
皆
保
険
制
度
の
下
で
は
、
誰

も
が
何
ら
か
の
公
的
医
療
保
険
制
度

に
加
入
し
ま
す
。
会
社
員
や
公
務
員

の
家
庭
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
は
、
親

の
勤
務
先
が
加
入
す
る
健
康
保
険
の

被
扶
養
者
に
、
自
営
業
者
の
家
庭
に

生
ま
れ
た
子
ど
も
は
、
国
民
健
康
保

険
の
被
保
険
者
と
な
っ
て
、
こ
の
社

会
保
障
制
度
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
生
ま
れ
た
と
き
か

ら
生
涯
を
通
じ
て
加
入
す
る
公
的
医

療
保
険
で
は
、
ど
の
制
度
に
加
入
し

て
い
て
も
治
療
費
の
３
割(

義
務
教

育
就
学
前
は
２
割
、
70
歳
以
上
で
は

所
得
に
応
じ
て
１
割
か
ら
３
割)

の

一
部
負
担
金
を
窓
口
で
支
払
う
こ
と

に
よ
り
、
全
国
ど
こ
の
医
療
機
関
で

も
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
部
負
担
金
を
除
い
た
残
り
の
医

療
費(
法
定
給
付)

は
、
保
険
者
か
ら

医
療
機
関
に
支
払
わ
れ
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
の
場
合
に
は
、
沼

田
市
か
ら
群
馬
県
国
民
健
康
保
険
団

体
連
合
会(

国
保
連)

を
通
じ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
医
療
機
関
に
支
払
わ
れ
ま

す
が
、
そ
の
内
容
は
、
左
の
ペ
ー
ジ

に
示
し
た
主
な
給
付
の
う
ち
、
療
養

の
給
付
と
入
院
時
食
事
療
養
費
と
な

り
ま
す
。

医
療
費
の
全
額
を
自
分
で
立
て
替

え
た
場
合
に
は
、
後
日
、
領
収
書
を

添
え
て
市
に
請
求
す
る
こ
と
に
よ
り
、

一
部
負
担
金
を
除
く
法
定
給
付
相
当

額
が
戻
っ
て
く
る
仕
組
み
が
用
意
さ

れ
て
い
ま
す
。

①
医
師
の
指
示
に
よ
っ
て
治
療
用
の

補
装
具
を
製
作
し
た
と
き

②
国
外
の
医
療
機
関
で
治
療
を
受
け

た
と
き

③
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ

っ
て
医
療
費
の
全
額
を
負
担
し
た

と
き

請
求
に
は
２
年
間
の
期
間
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

近
年
で
は
１
カ
月
の
医
療
費
が
百

万
円
を
超
え
る
こ
と
も
珍
し
く
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
一
部

負
担
金
の
額
も
高
額
と
な
っ
て
し
ま

8
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い
ま
す
が
、
安
心
し
て
治
療
を
続
け

ら
れ
る
よ
う
、
高
額
療
養
費
制
度
に

よ
っ
て
１
カ
月
当
た
り
の
自
己
負
担

の
上
限
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

い
っ
た
ん
窓
口
で
３
割
を
支
払
っ

て
も
、
後
日
手
続
き
を
す
る
こ
と
で

自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
た
部
分
の

金
額
が
戻
っ
て
く
る
仕
組
み
で
、
該

当
す
る
世
帯
に
は
市
か
ら
通
知
を
差

し
上
げ
ま
す
。
こ
の
制
度
で
は
、
直

近
の
12
カ
月
間
で
高
額
療
養
費
に
３

回
以
上
該
当
し
た
場
合
は
、
４
回
目

か
ら
限
度
額
が
下
が
り
ま
す
。

ま
た
、
医
療
費
が
高
額
に
な
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
場
合
な
ど
は
、
あ

ら
か
じ
め
市
か
ら
限
度
額
適
用
認
定

証
の
交
付
を
受
け
、
医
療
機
関
の
窓

口
に
提
示
し
て
お
く
と
、
上
限
を
超

え
て
請
求
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
入
院
や
手
術
に
限
ら
ず
外
来
で

の
治
療
も
上
限
額
で
済
み
ま
す
。

複
数
の
医
療
機
関
の
医
療
費
や
同

一
世
帯
で
同
じ
医
療
保
険
に
加
入
し

て
い
る
人
の
医
療
費
を
合
計
し
て
、

高
額
療
養
費
の
適
用
を
受
け
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

ま
た
、
毎
年
８
月
か
ら
１
年
間
の

医
療
費
と
介
護
保
険
の
自
己
負
担
額

を
合
計
し
、
基
準
額
を
超
え
た
場
合

に
は
、
そ
の
超
え
た
額
が
支
給
さ
れ

る
高
額
医
療
･
高
額
介
護
合
算
療
養

費
制
度
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

出
産
は
病
気
で
は
な
い
と
の
考
え

か
ら
、
療
養
の
給
付
の
対
象
に
は
な

り
ま
せ
ん
が
、
出
産
育
児
一
時
金
42

万
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

被
保
険
者
と
分
娩
機
関
が
契
約
を

す
る
こ
と
で
、
多
額
の
出
産
費
用
を

一
時
的
に
用
意
し
な
く
て
も
、
国
保

か
ら
分
娩
機
関
に
直
接
出
産
費
用
を

支
払
う
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

帝
王
切
開
な
ど
が
必
要
と
な
っ
た

場
合
に
は
、
療
養
の
給
付
も
対
象
に

な
り
ま
す
の
で
、ご
安
心
く
だ
さ
い
。

被
保
険
者
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に

は
、
葬
儀
を
行
っ
た
人
に
５
万
円
が

支
給
さ
れ
ま
す
。
葬
儀
を
行
っ
た
こ

と
が
確
認
で
き
る
書
類
を
ご
用
意
く

だ
さ
い
。

交
通
事
故
な
ど
第
三
者
の
行
為
で

け
が
を
負
っ
た
場
合
の
治
療
費
は
、

相
手
側
が
負
担
す
る
こ
と
が
原
則
で

す
。
事
情
に
応
じ
て
、
国
保
が
一
時

的
に
立
て
替
え
て
負
担
を
軽
減
す
る

こ
と
も
可
能
で
す
の
で
、
ま
ず
は
国

保
の
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

公
的
医
療
保
険

世
帯
合
算
と
介
護
合
算

出
産
育
児
一
時
金

葬
　
祭
　
費

交
通
事
故
に
遭
っ
た
と
き

医
療
費
の
支
給

全
額
を
負
担
し
た
と
き

医
療
費
が

高
額
に
な
っ
た
と
き

子
ど
も
や
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
を

対
象
と
す
る
福
祉
医
療
の
ほ
か
に
も
、

公
費
で
医
療
費
を
助
成
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
制
度
が
あ
り
ま
す
。

養
育
医
療

体
の
発
達
が
十
分
で
な

い
状
態
で
生
ま
れ
た
乳
児
の
入
院

治
療
に
必
要
な
費
用
を
助
成

更
生
医
療

身
体
障
害
者
手
帳
の
交

付
を
受
け
て
い
る
18
歳
以
上
の
人

が
、
機
能
を
回
復
す
る
た
め
の
所

定
の
医
療
を
受
け
る
費
用
を
助
成

育
成
医
療

身
体
に
障
が
い
の
あ
る

18
歳
未
満
の
児
童
が
、
生
活
に
必

要
な
能
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に

医
療
を
受
け
る
費
用
を
助
成

特
定
医
療
費(

指
定
難
病)

制
度

治

療
法
が
未
確
立
で
長
期
の
療
養
を

必
要
と
す
る
指
定
難
病
の
患
者
の

医
療
費
を
助
成

小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
費
助
成

長
期
に
わ
た
っ
て
療
育
が
必
要
な

慢
性
特
定
疾
病
の
子
ど
も(

18
歳

未
満)

の
医
療
費
を
助
成

実
施
主
体
や
窓
口
は
そ
れ
ぞ
れ
異

な
り
ま
す
が
、
不
明
な
点
は
お
気
軽

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

ご
相
談
く
だ
さ
い

国
や
地
方
自
治
体
の
公
費
負
担
医
療
制
度

シ
リ
ー
ズ
国
保
⑦

安
心
を
支
え
る
公
的
医
療
保
険
の
仕
組
み

知
っ
て
お
き
た
い

さ
ま
ざ
ま
な
医
療
給
付

誰
も
が
願
う
健
康
。
普
段
か
ら
体
力
づ
く
り
や
予
防
を
心
掛
け
て
い

て
も
、
不
意
に
訪
れ
る
病
気
や
け
が
を
完
全
に
避
け
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
公
的
医
療
保
険
は
、
そ
ん
な
万
一
の
事
態
に
備
え
私
た
ち
の
生

活
を
支
え
る
仕
組
み
で
す
。
健
康
な
人
に
も
関
係
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
制

度
を
国
民
健
康
保
険
と
後
期
高
齢
者
医
療
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

医
療
保
険
制
度
に
は
共
通
の
項
目
が
数
多
く
あ
り
ま
す
の
で
、
他
の

公
的
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
も
、
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
市
民
課
国
保
年
金
係
1

内
線
３
１
３
６

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
、
口

座
振
替
納
付
を
利
用
す
る
と
保
険
料

が
自
動
的
に
引
き
落
と
さ
れ
る
の
で
、

金
融
機
関
な
ど
に
出
向
く
手
間
が
省

け
る
上
、
納
め
忘
れ
も
な
く
便
利
で

す
。口

座
振
替
に
は
、
当
月
末
に
振
替

納
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、
月
々
50
円

割
引
さ
れ
る
早
割
制
度
や
現
金
納
付

よ
り
も
割
引
額
が
多
い
６
カ
月
前
納
、

１
年
前
納
、
２
年
前
納
も
あ
り
大
変

お
得
で
す
。

※
６
カ
月
前
納(

４
月
分
〜
９
月
分)

や
１
年
前
納
、
２
年
前
納
の
申
込

期
限
は
、
２
月
末
に
な
り
ま
す

※
通
常
の
口
座
振
替
は
翌
月
末
の
振

替
に
な
り
ま
す

※
通
常
の
口
座
振
替
と
早
割
は
、
い

つ
で
も
申
し
込
み
で
き
ま
す

問
い
合
わ
せ

渋
川
年
金
事
務
所
国

民
年
金
課
1

０
２
７
９
　
１
６
０

７
へ

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

口
座
振
替
が
便
利
で
お
得
で
す

市役所 123－2111524－5179 白沢支所 153－2111553－2188 利根支所 156－2111556－36749

公的医療保険制度

職域

組合管掌健康保険
大企業の従業員と
その被扶養者

健康保険組合

全国健康保険協
会

共済組合

市区町村(4月か
ら都道府県も)

後期高齢者医療
広域連合

中小企業の従業員
とその被扶養者

公務員とその被扶
養者

職域保険に加入し
ない75歳未満の人

75歳以上の人

協会管掌健康保険
（協会けんぽ）

共済組合

国民健康保険

後期高齢者医療制度

地域

対象となる人 保険者国保の主な給付

※③～⑥の請求手続きには、２年間の制限がありますので
ご注意ください

区　分

非課税

市民税 所得(基礎控除後) ３回目まで ４回目以降

140,100円

93,000円

44,400円

24,600円

252,600円＋
(総医療費－842,000円)×１％

167,400円＋
(総医療費－558,000円)×１％

80,100円＋
(総医療費－267,000円)×１％

57,600円

35,400円

901万円超

600万円超

210万円超

210万円以下

課税

１カ月の自己負担限度額
区　分

外来

57,600円

8,000円

8,000円

14,000円
（年間限度額：144,000円）

80,100円
(総医療費－267,000円)×１％

24,600円

15,000円

57,600円

44,400円

24,600円

15,000円

外来＋入院

３回目まで ４回目以降

１カ月の自己負担限度額

市民税

課税

現役並み
所得者

一般

非課税

ぶ
ん
べ
ん

ぶ
ん
べ
ん

給付の種類 給付の内容

診療、処置・手術などの治療、薬剤

または治療材料の支給、入院、看護、

在宅療養の管理など

①療養の給付

1食に付き360円(4月から460円、所

得・入院期間などで異なる)の自己負

担を除く食事代

②入院時食事

療養費

1年間の医療費と介護保険の自己負担

額の合計が基準額を超えた場合、超

過分を支給

④高額医療・高額

介護合算療養費

被保険者が出産したとき(双子など多

胎妊娠ではその人数分、妊娠85日以

上の死産・流産も支給)

⑤出産育児一時金

被保険者が死亡したとき⑥葬祭費

1カ月の自己負担が限度額を超えた場

合、申請により超過分を還付

③高額療養費

所得

○70歳以上の自己負担限度額○70歳未満の自己負担限度額
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